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論文
　　　　荘子注釈書体例考《其の5》
　　　　　　　　承　前
　　　　　　　　　　　　平木真快
　《其の5》は，《其の4》で検証した資料10件の一覧表を付録した後に，
⑲：1684年，荘子解，傅山から，⑧：1741年，荘子紗，浦起龍までを収録す
る。
　　　　　　　体例一覧表
　　　　　　　　⑲一⑱　　　凡例○：有る
　　　　　　　　　　　　　　　　6魏
No書　　名著　　者 成書 依拠 自序 他叙 目次雑説 原文 音注 小注 改行句点 読点 符号 篇旨 特異
一字
下 蹟
49真経注疏程以寧 1637明末 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × ○
??
1
○ ○
50春　　点劉士瑳 1638明末 ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × ○
??
2
???
×
51荘子筒陳継儒 1639明末 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × O ○ ×
???
×
52薬地炮荘方以智 1644清初 × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ×
53南華真経黄正位 1644清初 × ×
???
× ○ ○ × × × × × ○ × × ×
54荘子因林雲銘 1663清初 ○ ×
???
○ ○ ○ ○ × ○
??? ○ × ??? ??? ×
55頭書荘子菅玄同 1665清初 ○ ○
???
○ ○ ○ ○ × × × ×
???
×
???
○
56荘子解王夫之 1669清初 × ○
???
× O ○ ○ × × × × ○ × ○ ×
57荘子通王夫之 1669清初 ○ × ○ × × × × × × × × ○ × × ×
58荘子之学馬　　騒 1670清初 × × × ○ ○ ×
???
× × × × × × × ×
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　※1：原文を目立たせる為に，小注部分を一律1字下げにしてある。
　※2：原文の前後の流れを勘案した上で，最少の語を補充することによっ
　　　て，原文の意味がより滑らかに連結するように工夫してある。
　※3：篇旨のみ，あり。
　※4：篇末の評釈部分にのみ，あり。
　※5：ここでは，目録という。
　※6：ここでは，篇目という。
　薬7：読点は文字の真下に打つ。但し，その形は句点と同じ。
　※8：序論として，荘子総論と荘子雑説を載せる。この両篇は，林雲銘の
　　　荘子概説に相当する。総論は総論，雑説は各論。
　※9：篇末の評釈部分にのみ，あり。
　※10：ここでは，目録という。
　※11：内篇のみ，あり。
　※12：篇旨のみ，あり。
　※13：ここでは，目録という。
　※14：僅少。
⑲1684年一⑧1741年
　59：1684年，荘子解，傅山，拠清宣統3年刊本影印（中華民国国立台湾大
学図書館蔵）。　　　　　　　・
　本書は，自序・他叙・目次・雑説・原文・音注・小注・改行・句点・読点
・符号・篇旨・一字下・蹟等全てを欠く。現存するのは，僅か4頁のみ。厳
霊峰はいう：
　札記解荘子天地篇「泰初有無無」段・徐無鬼篇末段・天下篇「冷汰於物」
　段，並雑引他篇文句，字義加以解説，間亦以老解荘。　（見荘子知見書目
　　・中編152頁）
　筆者は，本書を注釈書と認めることはできない。
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60：1689年，荘子釈意，高秋月，拠清康煕問刊本影印（中華民国国立台湾
師範大学国文研究所蔵）。
本書は，厳霊峰に依れば，清・康煕（1662年一1722年）間刊本の影印であ
る。正確な刊行年次は不明であるが，序・荘子釈意に：
　康煕己巳……曹同春序並書。
とあることに依拠して，康煕己巳（28年）・1689年を成書年と暫定する。
　　　　尊　　本書の原著者は，帰有光（震川）である。高秋月が
　　　　子　　　　　　　　　 『??????? ?? ??金　 鐸 集説し，曹同春が論正し，曹家権と曹鳳釆が重訂した壇　煮嘗高　轟　ことになっている。原作は，厳霊峰に依れ1試1605年
司釈窪煮月　11！に完成。但し，公刊されたか否かは不明である。厳霊
孟案迄　　　　　　　　　　　　　　　一序雍　主峰は，本書は，高秋月が帰有光の荘子釈意に諸説を付
婚荘ヂー正髭　μ　加して成ったものに問違いない，と断定する（筆者注
：厳氏は原作を目賭していない。原作は敵侠したのではあるまいか。）。
厳霊峰はいう：
　「楊州・呉氏・測海楼蔵書目録」著録。
　題：「康煕年刊本」。按：清・高秋月「荘子釈意」，曹同春序於康煕八
　年（※正しくは，28年），篇末均引帰有光説，書首題：
　　荘子釈意，帰震川先生原批，金壇高秋月集説，曹同春孟序論正。
　是高氏之書，乃拠帰氏「釈意」原書付加「集説」而成，無疑。　（見荘子
　知見書目・中編116頁）
厳霊峰は，更にいう：
　依帰有光「釈意」本釈内外篇大意，並付雑篇。篇末引帰震川評語，圏点
　・考注重要文字，並加円圏。首題：
　　帰震川先生原批，金壇高秋月素蜷集説，曹同春孟序論正，曹家権開
　　離（※正しくは，開遠）・曹鳳釆亭山重訂。
　字様。首有康煕己巳曹同春序。　（見荘子知見書目・中編153頁）
馬森はいう：
　孫殿起叢書目録拾遺，著録。曹氏重訂本，題：
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　　　荘子釈意
　帰震川先生原批……。刻印均不佳，台湾省立師大国文研究所図書室蔵。
　　是書，荘子原文詳加圏点句読，釈意詳明，篇末均引帰震川之言，以為総
　結。内篇前有曹同春大義，末引憩山大師之語。　（見荘子書録）
本書は：
　　1：序
　　2：目次
　　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，本書の「論正」者・曹同春の序を載せる。文中，書名・
　　　荘子釈意の「意」について，以下の如く述べる：
　　　　先生（※指高秋月而言）之於荘子也，務求其意，不屑屑於文辞，
　　　　終身好之，但離其句読而已。余詞其故，先生日：
　　　　　荘子不云乎。語之所貴者意也，得意則忘言。且吾見評荘子者多
　　　　　莫，其善者惟太僕・震川耳。
　※2：〔目次〕は：例如「遣遙遊」，以下同例。
　※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（労注・小注・音注・圏点・符号を含む）
　　　④：評釈
　　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下剛列。原文より2字下げ。
　　　②《篇旨》は，原文より1字下げの位置に，原文と同じ大きさの文
　　　　字で記す。句読点なし。
　　　③《原文》は，大段落毎に小評を挾んで進行し，各篇末に評釈を載
　　　　せて総結と為す。原文右横の労注は極めて少ない。原文真下に小
　　　　注（小文字2行，音注を含む）を挾む。圏点は，27種ある。
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　□□□□
　　　　の　の　の
　□臼□ロ
　ヒ　　し　　し　　ヒ
　ロロロロ
　リ　　も　　ち　　り
　□□□□
　　ヤ　い　し　ヒ　　　　　　ャ　ヤ　ヤ　ヤ　
　□□□□　　　□□□□
　●り●b●b●b　　　　　、●㌔●、●、●
　□□□□　　　［コロロロ
　O㌧ObO㌧O㌧　□□□□
　OoObObOり　口□□□
　○　、　○　、
　□□□□
　　　　　　　　
　□□□□
　　　　　　　　　　　
　□□□□
　◎、◎、◎、◎、
　□□□□
　□□□ロ
　ロロロロ
　□□□ロ
　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ
　ロロロロ
　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ
　ロ［コロロ
　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ
　ロロロロ
　O　、　○　、
　□□□ロ
　マヤヤヤマヤヤヤ
　ロロロロ
　ロロロロ
　●　●　●　●
　□□□□
　○　○○　○
　口□□ロ
　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ
　ロロロロ
　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤゼ
　ロロロロ
符号は，3種ある。
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????????????????????????
　　　小評は，原文より1字下げの位置に原文と同じ大きさの文字で記
　　　す。帰有光（震川）・懇山の説を多く引く。
　　④《評釈》は，各篇末に，原文より1字下げの位置に，原文と同じ
　　　大きさの文字で記す。帰有光・懇山両氏の説を多く引く。
本書は全体に改行なし。句点あり（黒丸。句点は読点を兼ねる）。読点な
し。但し，小評と評釈は句点と圏点なし。蹟なし。天下篇末の印刷は不鮮明。
61：1693年，荘子詰，銭澄之，拠清・同治3年刊本影印（※厳霊峰日：清
・同治2年，勘治堂刊「飲光先生全書」本，日本京都大学文学部蔵。）。
厳霊峰はいう：
　「四庫全書総目」著録。僅詰荘子内篇，先列郭象注，次及諸家註。文理
　並重，毎篇毎段引各家説，以明篇旨。自註用「詰」字標示。篇末又有
　「総詰」掲全篇大意。前有唐甑序及自序，在「荘屈合詰」内。　（見荘子
　知見書目・中編153頁）
馬森はいう：
　清史稿芸文志著録，又見江南図書館書目。清・康煕（※28年）刊本，田
　問遺書（※銭澄之，字飲光，別署田問老人）第23至26冊。是書即荘屈合
　詰之荘詰，止詰内篇，四庫全書総目提要著録，於子部雑家類存目。　（見
　荘子書録）
本書は：
　1：序
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　　2：目次
　　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は3篇ある。
　　　①荘屈合詰序（唐瓢撰）
　　　②荘屈合詰自序（銭澄之撰〉
　　　③荘子内七詰自引（銭澄之撰）
　※2：〔目次〕，ここでは目録という。例如「迫遙遊」，以下同例。
　※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（小注を含む）
　　　④：評釈
　　　．より成る。
　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　　②《篇旨》は，原文より3字下げの位置に，原文と同じ大きさの文
　　　　字で記す。篇旨は，基本的には3つの部分から成る．
　　　　　　1　郭象注
　　　　　　2　諸家注
　　　　　　3薫
　　　　先ず，郭象注を載せる。次に，符号「○」を挾んでから，諸家
　　　　　（例如：劉須漢・王虚丹・三一斎老人・衷宏道・王介甫等）の
　説を引く。最後に，〔詰〕日という語を冠してから総括する。
③《原文》は，3つの部分から成る。
　　1　大段落
　　2　小注
　　3　小評
　先ず，大段落毎に区切る。次に，大段落末尾に小文字2行の小注
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を挾む。小注は，符号「○」を置くことによって，所説を前後に
弁別できるようにしてある。最後に，原文より1字下げの位置に，
原文と同じ大きさの文字で，小評を載せる。小評は，前述の篇旨
と同様，3つの部分から成る。諸家の注は，前述の篇旨に挙げた
者を含めて，以下の人人の説を引く。例如：呂吉甫・王旦・陳詳
道・葉乗敬・林希逸・羅勉道・朱得之・陸長庚・王元沢・焦拡・
帰有光・張四維・唐順之・王陽明・方以智等。
　　　④《評釈》は，各篇末に，〔総詰〕という語を冠してから，当該篇
　　　　の大意を総評する。総詰は，原文より1字下げの位置に，原文と
　　　　同じ大きさの文字で記す。
　本書は全体に改行なし，句読点なし，圏点なし，蹟なし。外篇と雑篇を欠
く。
　62：1703年，荘子口義大成狸諺紗，毛利瑚珀，拠平木真快蔵・明治43年・
早稲田大学出版部刊「漢籍国字解全書」第9巻所収「荘子僅諺紗」排印本。
　本書の排印本は，厳霊峰に依れば：
　①　元禄16年（1703年）・林舛屋甚兵衛・銭屋庄兵衛等刊本。
　②明治23年・早稲田大学出版部「漢籍国字解全書」改題「荘子僅諺紗」
　　　排印本。
以上2種ある。其の後，②は幾度か再版されている。（例：明治43年，大正
6年，大正15年，昭和2年等）。筆者は，其の内，「明治43年版」・「大正
6年版」・「大正15年版」の3種を私蔵している。本来ならば，①元禄16年
の初版本に拠るべきなのであるが，筆者は初版本を見たことがないので，不
本意ながら，上記②の明治43年版に拠って，体例を大雑把に概観しようと思
う。
　厳霊峰はいう：
　　「著述集覧」著録。日文著述。拠林希逸荘子口義本，以口語解内七篇。
　首題：「華雛隠士毛利貞斎述，男瑚均校閲」。内題：「音釈・文段・批
　評・荘子慮斎口義大成狸諺紗」。眉欄引楮伯秀・王宗沐等説。有「巻首」
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　一巻。元禄十五年壬午仲夏成書。　（見荘子知見書目・中編252頁）
本書は：
　　1：目次
　2：序
　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔目次〕は，初めに序を載せてから，内篇の篇名を列記する（例如
　　　：内篇迫遙遊第一。以下同例。）。
※2：〔序〕は，3篇ある。
　　　①荘子慮斎口義序（林同撰）
　　　②荘子虐斎口義発題（林希逸撰）
　　　③穆陵震翰（宋・理宗）
　　　序3篇共通の体例は如下：
　　　　1　〔分段〕　原文を段落毎に分割する（訓点あり）。
　　　　2　〔語釈〕　段落内の語句を詳解する。本来は，江戸期の初学
　　　者を対象として著述されたものなので，今日，荘子を専門に研究し
　　　ようとする者が，これを読んだ場合，「馬鹿丁寧」の感がなきにし
　　　もあらずではあるが，克明に且つ良心的に逐語しているので，語句
　　　を細かく分析したい時，あるいは語義を再確認したい時には，これ
　　　を一読・再読する価値は十分にある。
※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文
　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「内篇遣遙遊第一」，以下同例。
　　　②《篇旨》は：
　　　　1　篇名釈
一105一
平木真快
　　　2総評
　　　より成る。1は篇首に載せて，篇名を逐語解釈する。2は篇末に
　　載せて，例如「迫遙遊一篇総評」と題してから，篇旨を詳述する。
　　③《原文》の体例は，前述の序と同じ。内容も前述の語釈と同様，
　　克明にして且つ良心的。
本書は句点なし，読点のみあり。圏点・符号なし。篇名釈と総評は，1字
下げあり。原文の語釈は，1字下げなし。改行・蹟なし。
63：1713年，荘子解，呉世尚，拠民国9年・劉氏刊貴池先哲遺書本影印
（中華民国・国立中央研究院蔵）。
厳霊峰はいう：
　「四庫全書総目」著録。三十三篇，大旨引荘子付之儒家。双行挟註，篇
　末詳加評解。康煕癸巳年（※康煕52年，1713年）成書。謂「外雑篇不純
　乎。荘子之筆或門人付入或後人偽託」。並依東披説捌去譲王・盗駈・漁
　父・説剣四篇。前有「内篇大意」「荘子本伝」・同邑章永酢序・自序並
　康煕甲午（※1714年）六月及雍正丙午（※1726年）九月呉氏序，並有宛
　陵湯輿邦我正原践，在「貴池先哲遺書」内。……「貴池先哲遺書」本有
　宣統戊午（※宣統戊午は，正しくは民国7年，1918年）正月二十七日劉
　世王行蹟。　（見荘子知見書目・中編154至155頁）
馬森はいう：
　清史稿芸文志・四庫総目・清朝文献通考並著録。雍正丙午（※1726年）
　刊本四冊，見漸江公立図書館通常類図書目録。四庫全書総目提要日：
　「所説止荘子内七篇」（※実際は内外雑の3篇を収める〉，大旨引荘子
　而付之儒家，且発揮其文字之妙観。」。　（見荘子書録）
本書は：
　1：雑説
　2：序
　3：目次
　4：荘子概説
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　　5：雑説
　　6：本文
　　7：蹟
より成る。以下，説明する。
　※1：〔雑説〕は，貴池県志人物志文苑伝所収・呉世尚伝を載せる。
　※2：〔序〕は，4篇ある。
　　　①荘子解序（章永酢撰）
　　　②荘子解序一（呉世尚撰）
　　　③荘子解序二（呉世尚撰，1714年）
　　　④荘子解序三（呉世尚撰，1726年）
※3：〔目次〕は，南華子目録という。計12巻に分ける。例如「迫遙遊」，
　　　以下同例。
※4：〔荘子概説〕として，2篇を載せる。
　　　①南華子目録の末尾に，荘子概説に相当する小論を載せる（呉世尚
　　　　撰，計8頁，原文より2字下げ。）。
　　　②内篇大意（按1呉世尚撰，計4頁，原文より1字下げ。〉。外・
　　　　雑両篇は「大意」なし。大意を述べない理由として，呉氏は以下
　　　　の如くいう：
　　　　　1　南華子外篇：外雑二篇不純乎。荘子之筆或門人付入或後人偽
　　　　　託。学者当分別観之。
　　　　　2　南華子雑篇：篇分内外而又日雑者，猶今人之有正集続集更有
　　　　　別集也。
　※5：〔雑説〕として，荘子本伝を載せる（史記列伝）。
　※6：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（小注・音注を含む）
　　　④：評釈
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　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊第一」，以下剛列。原文より2字下げ。
　　　②《篇旨》は，原文より3字下げ。小文字2行。
　　　③《原文》は，短句毎に小注（小文字2行，音注を含む）を挾む。
　　　④《評釈》は，篇末に載せる。原文より1字下げ。原文と同じ大き
　　　　さの文字で記す。
※7：〔践〕は，2篇ある。
　　　①：荘子解蹟（湯奥邦撰）
　　　②：荘子解蹟（劉世王行撰，1918年）
本書は，全体に句読点なし。符号・圏点なし。改行なし。
64：1721年，南華経解，宣頴，拠清・同治6年（1867年〉半畝園刊本影印。
厳霊峰に依れば，本書の刊本は：
　①清康煕60年（1721年）積秀堂刊本
　②清経国堂刊本
　③清経編堂刊本
　④清嘉慶間王暉（※輝？）吉校海清楼刊本
　　⑤清同治6年（1867年）新建呉坤修半畝園刊本
　　⑥清光緒問懐義堂刊本（中華民国・国立中央研究院蔵）
　　⑦民国3年上海会文堂書局石印本
　　　（見荘子知見書目・中編156頁〉
があるが，筆者は其の内，④と⑤の影印本を私蔵する。但し，④は民国66年
・台湾省台北市・宏業書局印行のもので，⑤よりは古い筈なのだが，王暉吉
校本を忠実に影印していないのではないか，という疑惑を消し去ることがで
きないので，筆者は敢て⑤に依拠して，体例を述べようと思う。
　厳霊峰はいう：
　　標掲荘子文章奇緻，分段評鷺。謂荘子書与中庸相表裏，対郭注頗有微詞。
　　移譲王・盗距・漁父・説剣四篇於巻末。全書圏点。首有康煕年張芳序及
　　宣氏自序，並「荘解小言」扉葉題：「荘子南華経解」。　（見荘子知見書
一108一
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　　目・中編155頁）
　馬森はいう：
　半畝園刊本三十三巻六冊，見江蘇省立国学図書館図書総目，南京図書局
　書目二編。銭穆荘子纂箋序目日1「此書猶未脱明人習気，俗冗較遜於林
　雲銘，而活趣蓋然。王先謙集解采撫宣書，頗費洗淘之功。」。（見荘子
　書録〉
本書は：
　　1：序
　　2：目次（内外雑の各篇首に配する〉
　　3：本文
　　4：蹟
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は4篇ある。
　　　①南華経解序（呉坤修撰，1867年）
　　　②南華経解序（張芳撰，1721年）
　　　③南華経解自序（宣頴撰，1721年）
　　　④荘解小言（宣頴撰）
　※2：〔目次〕は，内外雑の3篇に分けて，それらを各篇首に別別に掲載
　　　する。目次は：
　　　　1　篇序
　　　　2　目次
　　　より成る。「篇序」は，内外雑各篇の特異点を述べる。目次は例如
　　　　「迫遙遊」，以下同例。
　※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（小注・音注・段落評釈を含む）
　　　より成る。
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　　　①《篇名》は，例如「遣遙遊」，以下同例。原文と同位置。
　　　②《篇旨》は，原文より1字下げの位置に，原文と同じ大きさの文
　　　　字で記す。1小節毎に符号「○」を打って，前後を区分する。内
　　　　篇と外篇は，篇旨あり。雑篇は，篇旨なし（但し，天下篇は，篇
　　　　旨あり）。
　　　③《原文》は，短句毎に小注（小文字2行，音注を含む）を挾む。
　　　　また，小段落毎に評釈（原文より1字下げの位置に，原文と同じ
　　　　大きさの文字で記す〉を付す。小注と評釈は，1小節毎に符号
　　　　「○」を打って，前後を区分する。
　※4：〔践〕は，題して南華経解蹟という。末尾に：
　　　　丁卯正月，稚楓胡志章謹蹟。
　　　という。「丁卯」とは，同治丁卯（6年）の謂である。本書は，毎
　　　篇，篇名の右側に，次の如く記す：
　　　　句曲宣頴茂公著，新建呉坤修刊，鍾祥胡志章校。
　　　因みに，序の最初・南華経解序の末尾には：
　　　　同治丁卯春正月，新建呉坤修書於院江藩署。
　　　という。これによって，「刊者」と「校者」が同時（同治6年正月
　　　・1867年）に，序と蹟を撰したとわかる。
　本書は，全体に句読点がない。改行も圏点もない。但し，初版本には圏点
があったようで，厳霊峰は「全書に圏点す」と伝えている。　（見荘子知見書
目・中編155頁）
　65：1722年，荘子弁正，胡方，拠清嘉慶19年（1814年）刊本影印。
　厳霊峰はいう：
　　「販書偶記」著録。順文直解，並双行挟注，断句。毎篇篇目下有簡注，
　説明篇旨。不引他説。前有嘉慶甲戌（※1814年）七月，戴鶴齢序並題：
　　「新会胡方大霊著，曽孫仁量校字」。按：拠熊潤桐教授「荘子未定稿蹟」
　云：
　　金竹（※胡方居金竹岡，故称「金竹先生」。）意不在専明荘旨，而時
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　　以儒言相難，故以「弁正」名所注。
　　嘉慶十九年，鴻樵堂刊本（日本，京都大学文学部蔵）。
　　（見荘子知見書目・中編157頁）
　本書は：
　　1：序
　　2：目次
　　3：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，荘子弁正序と題し，末尾にいう：
　　　　嘉慶甲戌歳（※1814年）秋七月既望，同里後学・戴鶴齢松澗氏題
　　　　於古岡未雨草堂。
　※2：〔目次〕は，ここでは荘子弁正目録という。例如「迫遙遊」，以下
　　　同例。
　※3：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：篇旨
　　　③：原文（小注・音注を含む）
　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　　②《篇旨》は，原文より3字下げの位置に記す。小文字2行。1小
　　　　節毎に符号「○」を打って，前後を区分する。
　　　③《原文》は，短句毎に小注（小文字2行，音注を含む。但し，音
　　　　注は僅少）を挾む。1小節毎に符号「○」を打って，前後を区分
　　　　するのは，前述の篇旨と同じ。
　本書は，全体に句点はあるが，読点はない（句点が読点を兼ねている）。
篇旨及び小注の内容は，簡明にして独創的，他書は引用しない。訓詰は重視
しない。儒家の立場に立って，文の流れ・接続・段落等を重点的に分析しつ
つ，要旨を簡明に説く。改行なし。圏点なし。践なし。
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66：1739年，郭注荘子，服部元喬（南郭）考訂，拠元文4年（1739年）・
東都書舗錦山房・植村藤三郎刊本（初版本。平木真快私蔵）。
厳霊峰はいう：
　漢文。拠荘子郭象注本校勘点句。前有「南華真経旧序」並南郭服元喬
　「読郭注荘子」一文。
　（見荘子知見書目・中編254頁）
本書は：
　1：序
　2：目次
　3：本文
より成る。以下，説明する。
※1：〔序〕は，2篇ある。
　　①南華真経旧序（郭象撰〉
　　②読郭注荘子（服部元喬撰）
※2：〔目次〕は，ここでは荘子南華真経篇目という。例如「遣遙遊」，
　　番号なし，以下同例。
　　　書名について，一言する：
　　　厳霊峰は，本書の題名を「校訂郭注荘子」としているが，正式に
　　は「郭注荘子」というべきである。厳氏は，巻一の表紙裏側に「南
　　郭先生考訂」と小文字で記された部分と書名「郭注荘子」を合わせ
　　て，「校訂郭注荘子」と改めたに違いない。実は，読者にとっては，
　　そう改めた方がわかり易いのであるが，書名を第三者が勝手に改め
　　るのは，著者・編者に対してのみならず，読者に対しても不誠実で
　　ある。
※3：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②：篇旨
　　③：原文
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　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「遣遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　　②《篇旨》は，小文字2行。原文より3字下げ。内容は，郭象注と
　　　　同一。
　　　③《原文》は，小文字2行の小注を挾む。原文・小注ともに，文字
　　　　の右横に読点「、」あり。本書の読点は，句点を兼ねる。内容は，
　　　　郭象注と同一。頭註あり（但し，僅少。），「疏本云云」という。
　本書は・塾塁注に読点を打っただけで，校勘は僅少，全体に学術的価値は
無に等しい。改行なし，圏点なし，蹟なし。
　筆者蔵本は，全体に印刷鮮明，旧所有者「中谷某」の書き入れ（計10冊全
体に，髪注及び頭注を施す）が，詳細且つ丁寧。巻一の表紙裏側にいう：
　従安永二年二月朔日，於縁山中谷講之。
「縁山」とは，江戸・三縁山・増上寺。筆者蔵本は，中谷某が増上寺で浄土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t羅郷誓　　　鞭．重1劉鱗及　　 　　　 　　　 遙之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　將毒トであっ大 　　　　　　　　 血遣
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67：1741年，唐陸徳明荘子音義，服部元喬（南郭）考訂，拠寛保元年（1741
年）・東都書舗錦山房・植村藤三郎刊本（初版本。平木真快私蔵）。
厳霊峰はいう：
　漢文断句，分内外雑三巻。拠陸徳明「荘子音義」与他本校勘考訂，題：
　「東都南郭先生考訂」。
　（見荘子知見書目・中編254頁）
本書は：序なし，目次なし，圏点なし，蹟なし，本文のみあり。
本文は：《篇名》・《篇旨》・《原文》より成る。篇旨は極めて簡略。本
文の体例は，本稿No3所収「荘子音義」　（陸徳明〉と同一。
本書は，奥書に：
　東都・南郭先生考訂。
とあるにも拘らず，考訂した跡は見られない。読点は打ってある。しかし，
読点を打っただけでは，考訂したとはいえまい。筆者蔵本は，印刷鮮明，書
き入れなし。
68：1741年，南華簡紗，徐廷梶，拠清乾隆6年（1741年）刊本影印。
厳霊峰はいう：
　「四庫全書総目」著録。題：「南華簡紗」，内七篇全録，外雑篇略有捌
　削，漁父・盗距・譲王・説剣四篇全捌去。毎篇加評註・圏点，文理並重。
　前有「引言」，末付「逸語」，間引蒋金式之「偶説」，称「無待」二字
　為一篇宗旨，並引宋元明各家説，毎章之末並付各家評語，眉欄亦然。光
　緒甲午（※20年）重刊本題：「南華経直解」。
　（見荘子知見書目・中編160頁）
馬森はいう：
　「四庫全書総目」著録。清史稿芸文志，清朝文献通考並著録。乾隆元年
　刊本四本，見漸江公立図書館通常類図書目録。四庫全書総目提要日：
　「是編於荘子内篇全録其文，外篇雑篇頗有刊削，漁父・盗路・譲王・説
　剣之属則全篇捌之。毎篇各為詳註，其論文論理純以妙悟不測為宗，大抵
　原本禅機，自矛今神解也。」。
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（見荘子書録）
?????????本
　　4：本文
　　5：付録
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，乾隆6年（1741年），徐廷梶の自序。句読点・改行・圏
　　　、点ともになし。
　※2：〔目次〕は，ここでは南華経目録という。例如「迫遙遊」，以下同
　　　例。
　※3：〔序〕，題して引言という。撰者は徐廷椀か。各家の荘子評を引く。
　　　不完全ではあるが，句読点を打つ。文中，符号「○」を置いて，前
　　　後を区切る。
?、、，。??ー??????????????????????????? ?????????????????????? ???????? ??????? ? ー｝???????????????｛? ? ?? ｛??? ?? ?? ?? ?? ?? ? ? ? ??? ? ??? ? ??????????????? ??????????????????????????????? ? ?? ?? ?????????????????????? ???????，?? ? ? ???? ?
??
?? ? ? ???? ? ?????? ? ???? ? 、
ー??????????????
? ??????，??????
覧
ーー『㍉
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　※4：〔本文〕は：
　　　　①1篇名
　　　②：原文（小注・音注・圏点を含む）
　　　③：評釈
　　　　より成る。
　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より1字下げあり。
　　　　②《原文》は，小文字2行の小注を挾む。音注は少ない。頭注あり
　　　　　（小文字4段）。句読点あり（但し，不完全）。圏点は1種のみ。
　　　　　　の　　レの　の　　　　　□□□□
　　　　　「捌削」する時は，「下捌」と記す。引用書には，例如〔通義〕
　　　　　と括弧を付してから，文を引く。
　　　③《評釈》1内篇末に「総評」を付録する（但し，外雑篇にはない。
　　　　　原文と同位置，原文と同じ大きさの文字で記す。）。各篇末に，
　　　　　宋・元・明の各家の評を引用する（1字下げあり。文字は原文と
　　　　　同じ大きさ。）。
　※5：〔付録〕として，天下篇末尾に「逸語」を載せる。
　本書は，改行なし，践なし。
　69：1741年，荘子紗，浦起龍，拠清・乾隆9年（1744年）・三呉書院刊本
影印。
　厳霊峰はいう：
　　節録荘子十二篇中文字，加以眉註・圏点・問付簡註以文評為主。題＝
　　「荘子紗」，首題＝
　　　　桂林陳椿門・帰安呉牧園両先生鑑定，金匿後学浦起龍論次，三呉書
　　　　院陸載錫・顧学潮彙参。
　　乾隆辛酉（※1741年〉成書，在「古文眉詮」内。乾隆九年（※1744年）
　　作序。
　　（見荘子知見書目・中編161頁）
　本書は：
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　　1：目次
　　2：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔目次〕は，ここて
　　　　内篇：計6篇（脅
　　　　外篇：計4篇（ラ
　　　　雑篇：計2篇（毛
　　羅嚢
　　人洋遥・今　　聖活窓城　　パ、現堤死　　簸鍵糞
　　　’．至塘廠
　 では古文眉詮第六紗目録という。計12篇あり。
6篇（徳充符を欠く）
4篇（天道・天運・秋水・知北遊）
2篇（徐無鬼・寓言）
???????????????????????????????????????????????? ．?? ．?? 。 。 。??? ?。 ．． 。 ．?? ? 、? 、?? 。 ? ? 、????。 ． 。?? 。? ? ．???? 、? ー ?
????????????、｛
．???????????
?????
?，???????????????? ? ??? ???
〔本文〕は：
①：篇名
②：篇旨
③：原文（小注・音注・頭注・圏点を含む）
より成る。
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　　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　　　②《篇旨》は，小文字2行。篇名の下に記す。概ね，簡略。
　　　　③《原文》は，各篇を紗録する。目次に，それぞれの鉛録分量を記
　　　　　す。例如：「迫遙遊，内篇，分録五節」。小注は，小文字2行。
　　　　　音注あり。頭注は，小文字8段。圏点は，5種あり：
　　　　　　　ぐノぐノぐノリ　　　　　　　ロロロロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□ロ
　　　　　　　セ　　ち　　セ　　ち　　　　　　　□□□□
　　　　　　　り　　り　　も　　り　　　　　　　［コロロロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口□□□
　　　　概ね，大段落毎に小評を付す（小文字2行。原文より1字下げ。）。
　本書は，全体に句点あり（句点は読点を兼ねる〉。読点なし。改行なし。
蹟なし。
1993－09－28，《其の5》浄書，待続。
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